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――ふくしまの未来のために復興を支援します―― 

 

 
 
 
 

道路の老朽化対策に向けた支援機構の取組方針 

 

道路分野における老朽化対策の本格実施に向けた国土交通省の動きについては、当「支援機構だより」

第８号及び第９号にて、省令・告示のポイントや検討中の施策の概要等を紹介してきました。 

今回は、このような国土交通省の動きを受けての支援機構の取組方針を紹介します。 

 

当機構では、道路メンテナンス会議（※）における協議等を踏まえながら、市町村が今後取り組まなければ

ならない、道路施設の点検、診断そして修繕計画の策定、設計などの業務に、どのように関わり、どのような

方法によって市町村を支援していくことができるのかについて検討を重ねてきています。 

詳細については、今後お知らせしますが、支援の基本的な方法は以下のとおりです。 

 

①市町村から受託する業務の内容 
 
・発注関係業務の支援 

・点検計画策定の支援 

・点検・診断 

・修繕計画の策定 

・設計・積算・工事管理 

 

 

②支援機構としての受託業務の実施体制・方法 
 

市町村から受託した道路橋定期点検に関する業務については、

基本的に支援機構が自ら直営で実施することを考えています。 

なお、業務の実施に際して橋梁点検数が集中した場合の点検に

ついては、その一部を民間事業者の協力を得ながら実施すること

を予定しています。この際、地域単位で複数の市町村に関わる業

務をまとめて一部再委託する方法をとりたいと考えています。（下

図参照） 
 

道路橋定期点検に関する業務の実施体制 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（※）道路メンテナンス会議とは 

国土交通省が主体となり都道府県単位で設置している会議で、国土交通省、県及び市町村等が参加して

います。道路点検の技術基準の説明や現地研修などを通して、道路のメンテナンスに関する情報の共有化

が図られています。福島県道路メンテナンス会議には、当機構もオブザーバーとして参加しています。 

 

お問合せは   土木１課  ☎ 024-597-7063 まで   
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浜通り地方の災害査定の現状と課題 

 
浜通り地方、中でも双葉郡内の町村における東日本大震災からの復旧については、原発事故による被災

現地への立入規制、そして国道6号や常磐自動車道の交通規制などが障害となり、津波被害などの災害復

旧は他の地域に比べ遅れていました。しかし、その後避難区域の再編や幹線道路の再開通などにより、よ

うやく災害査定等が動き出しています。その現況とともに今後の課題を報告します。 

 

浜通り地方の災害復旧にかかる査定と工事の進捗状況 

当機構では、平成23年から南相馬市以北の災害査定を中 

心に支援してきました。 

災害査定が可能な範囲は当初限られていましたが、避難区 

域の再編や幹線道路の再開通を経て、徐々に広がっていきま 

した。当機構は、平成24年に双葉郡楢葉町、浪江町、富岡 

町における災害査定の支援を開始しました。そして平成26 

年からはようやく双葉町での災害査定が可能となり、その支 

援を行ってきました。 

福島県土木企画課によると、平成26年12月31日取りまと 

め現在、浜通り地方の査定決定数は1,549件、着工率は86％、 

完了率は55％となっています。 

今後の課題 

今後、災害復旧を滞りなく進めていくには、帰還困難及び居住制限区域等の除染の推進、被災地域復旧・復

興事業計画の策定、防災緑地計画等との調整などが課題となります。 

 

お問合せは   土木３課  ☎ 024-522-3095 まで 

 

 

 

「道の駅あいづ 湯川・会津坂下」がオープンしました。 

 
平成26年10月２日、湯川村、会津坂下町、河川管理者、道路管理者が一体となって整備した「道の駅

あいづ 湯川・会津坂下」がオープンしました。２つの自治体が共同で道の駅を整備した、全国で初めて

の事例です。 

 

当該道の駅が位置するのは、一般国道49号、県道会津

坂下河東線と一級河川阿賀川が交差する宮古橋のたもと 

で、「会津盆地のへそ」と呼ばれる交通の要所です。 

東北初の三位一体型拠点整備事業として整備され、道の

駅と同時に「人の駅」と「川の駅」が設けられました。 

「人の駅」は、洪水時や地震時に防災拠点となる河川防

災ステーションとして、「川の駅」は、隣接する阿賀川の

河川敷を活かした地域住民の憩いと親水の拠点として、そ

れぞれ活用が期待されています。 

当機構は、地域振興施設造成工事費の積算と工事管理を

支援しました。工事にあたっては、軟弱地盤対策工での高

圧線に配慮した施工機械の選定や、平坦地域における用排

水勾配の確保などに苦労しました。 

会津地方にはこのほかに13箇所の道の駅があり、「道の駅 からむし織の里しょうわ」が本年度に登録され

ています。 

 

お問合せは   土木２課  ☎ 024-522-5122 まで 
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三森２号トンネル（仮称）が貫通しました。 
 
平成26年11月13日、県道郡山湖南線にある三森２号トンネル（仮称）が貫通しました。同年５月にト

ンネル工事に着手して以来、多くの掘削補助工法を採用し慎重に工事を進めてきた成果です。 

 

県道郡山湖南線は、福島県郡山市の国道４号を起

点とし、郡山市湖南町、国道294号を経て会津若松

市に至る、県中地区を横断する重要な幹線道路であ

り、主要地方道に指定されています。 

今般工事が行われた三森工区は、郡山市逢瀬町及

び湖南町に位置しています。幅員狭小かつ線形不良

であり大型車輌のすれ違いが困難であること、また、

積雪地域であり冬期間は特に危険性が増すことな

どから、当該箇所の整備が急がれていました。 

２号トンネルはⅠ工区に区分され、平成26年５月

に着工されました。貫通側坑口部が地すべり地形を

成し、地すべり対策工の施工後にトンネル貫通を行

うことで安全性を確保しましたが、一般的なトンネ

ルと比べて地山が脆弱化しており、高度な技術や現

場管理能力が求められました。 

当機構は、本事業の当初仮設備比較検討及び当初

積算業務を支援したほか、施工中のトンネル専門技

術委員会の委員及び事務局員に任命されトンネル 

の施工方法の検討に携わりました。

 

 

お問合せは   土木２課  ☎ 024-522-5122 まで   

 

 

ISO 認証の期間更新 
 
当機構は平成13年にISO 9001の認証を取得し、以来３年ごとに一般財団法人日本品質保証機構（JQA）

による審査を受けて有効期限を更新してきました。平成26年11月に直近の審査を受け、合格しました。 

 

ISO 9001とは、企業などが顧客や社会等が求めている品質

を備えた製品及びサービスを常に届けるための仕組み（品質

マネジメントシステム）について、国際標準化機構（ISO）

が定めた世界共通の規格です。 

今回受けた審査で、JQAより「管理の強化が品質マネジメ

ントシステムの有効性の向上に寄与しつつある。」とお褒め

の言葉をいただきました。建設技術部の新設や工程内での照

査の強化、OJT、スキルアップ研修が奏功し、顧客クレーム

が減少した点が評価されました。 

当機構は今後とも、業務効率の改善や組織体制の強化に努

め、品質管理を徹底してまいります。 

 

 

 

お問合せは   総 務 課  ☎ 024-522-5123 まで   
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道 路 規 格：３種３級 

トンネル延長L=152.0ｍ 

トンネル幅員W=6.0(7.0)ｍ 

設計速度V=40km/h 

縦断勾配n=5.2％ 

最大曲線半径R=230ｍ 

掘 削 方 法：機械掘削 

掘削補助工法：注入式長尺鋼管先受工 

貫通式の様子 

ISO 9001登録証 



 

 

地域の生活を支える橋梁の補強工事の事例を紹介します。 

 
河川を挟んで両岸に集落が発展した地域は、交流・連携の要となる橋梁が、重要な社会基盤として地域

の生活を支えています。今回は、架け替え等に起因する交通遮断を最小限に抑えることを目的として既設
橋梁を活用した補強工事の事例を紹介します。 

 

補強工事の概要 

対象橋梁は、平成３年に床版補強（鋼板接着）、

張り出し部のライニング保護塗装、ひび割れ注入

工を実施しました。しかし、近年の大型車交通量

の増加に伴う耐荷力不足の影響で、ひび割れ損傷

の進展が危惧される状況にあったので、現況の上

部工の耐荷力を復元設計により求め、活荷重等級

の向上を目的として主桁補強工法を比較検討し、

最適な工法を選定して詳細設計を実施しました。 

復元設計を行った結果、現況の耐荷力はTL-14

相当と判断されることから、補強設計における活

荷重は大型車の交通量を考慮し、Ａ活荷重で設計

を行いました。 

 

補強工法の比較

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
     
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

お問合せは   土木１課  ☎ 024-597-7063 まで 
   

Ａ活荷重による応力度計算では、補強前の主桁の引張応力が、許容値に対し、
58％超過していたが、補強後は許容値の80％以内となっている。
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鋼板接着工法 t=６mm 炭素繊維接着工法（高弾性 n=12枚）

・主桁下面に鋼板を接着し不足する耐荷力を補
強する工法。

・今回の事例では、鋼板の板厚が６mmと、鋼板
接着工法では一般的な範囲で済む。

・工期が短くて済むため、交通に対する影響が
少ない。

・鋼板の定期的な塗装塗り替えが必要となる。

・主桁下面に炭素繊維（高弾性n=12枚）接着し
不足する耐荷力を補強する工法。

・死荷重増加が少ない炭素繊維接着による主
桁補強は一般的な工法であるが、今回の事例
では、炭素繊維の層数が１２層と多い。

・炭素繊維の層数が多いため、工期は第１案に
比べ長くなる。

・第１案に比べ、維持管理は容易。

・既設橋梁の補強では、施工性（工期）・構造性が重要となるが、今回の事例では、さらに経済性も
比較した結果、第１案の鋼板接着工法を採用することとした。

・主桁下面に鋼板を密着し不足する耐荷力を補
強する工法。 

 
・今回の事例では、鋼板の板厚が６mm と、鋼板
接着工法では一般的な範囲で済む。 

 
・工期が短くて済むため、交通に対する影響が
少ない。 

 
・鋼板の定期的な塗装塗り替えが必要となる。 

・主桁下面に炭素繊維（高弾性n=12枚）接着し
不足する耐荷力を補強する工法。 

 
・死荷重増加が少ない炭素繊維接着による主桁
補強は一般的な工法であるが、今回の事例で
は、炭素繊維の層数が12層と多い。 

 
・炭素繊維の層数が多いため、工期は第１案に
比べ長くなる。 

 
・第１案に比べ、維持管理は容易。 

鋼板接着工法t=６mm 炭素繊維接着工法（高弾性n=12枚） 

第１案 鋼板接着工法 

・既設橋梁の補強では、施工性（工期）及び構造性が重要となるが、今回の事例では、さらに経済性
も比較した結果、第１案の鋼板接着工法を採用することとした。 

Ａ活荷重による応力計算では、補強前の主桁の引張応力が許容値に対し
58％超過していたが、補強後は許容値の80％以内となっている。 



 
 

 

教養講座を開講しました。 

 
支援機構では、社会人として求められる幅広い分野の知識や教養を取得することによって組織人として

の意識改革を図るために、職員を対象とした教養講座を開講しています。 

 

平成26年12月11日に今年度第２回目となる講座

を開講し、講師として株式会社AC福島ユナイテッ

ドのゼネラルマネージャーである竹鼻 快（たけは

な かい）氏をお招きしました。同社は地元福島県

のプロサッカーチームである福島ユナイテッドFC

の運営会社です。 

「プロスポーツと地域活性化」をテーマに、福島

ユナイテッドFCのクラブ理念、現状と課題、フット

ボールビジネスの苦労や斬新な取組み等について 

幅広くお話しいただきました。 

当初、職員の関心は「サッカー自体にあまり興味

がない。」、「サッカーは好きだが福島ユナイテッド

FCの試合は見たことがない。」、「ホームでの試合は 

欠かさず観に行くほど好き。」などさまざまでしたが、職員の多くは今回の講座をきっかけに、地域に貢

献するクラブを目指す福島ユナイテッドFCを応援したいという気持ちが高まったようです。 

また、予算規模や地域規模による限界に立ち向かう福島ユナイテッドFCの取組みについて学べたこと

は、職員一人一人にとって「経営」について考える貴重な機会となったようです。 

 
 

福島ユナイテッドFCとは 
 

福島ユナイテッドFCは、福島県初の日本プロ

サッカーリーグ（Ｊリーグ）加盟クラブで、福

島市を中心とする福島県全域をホームタウン 

としています。 

チーム名の「ユナイテッド」は、チーム・選

手・スタッフ・サポーターが一つになって活動

していくことと、福島が一つになって福島の発

展・活性化のために活動していくことを目指し

て名づけられました。 

活動理念として、スポーツを通じて福島を元

気にし、子どもたちに夢を提供し、世界に誇れ

る福島を創造することを掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島ユナイテッドFCを応援しましょう 
 

福島ユナイテッドFCは、平成26年度、Ｊ３リ

ーグの発足とともに悲願であったＪリーグ参

入を実現しました。１年目の成績は12チーム中

７位と残念ながら上位進出という目標を達成

することはできませんでしたが、選手の皆さん

の頑張りを大いに賞賛したいと思います。 

今シーズンは更に上位を目指し、Ｊ２昇格そ

して将来はＪ１昇格を果たしてほしいもので

す。そのためには、選手を含め、クラブ関係者

の皆さんの頑張りはもちろんですが、私たち県

民をはじめとするサポーターの熱い声援が欠

かせません。 

同クラブは毎年サポーターを募集しており、

今年も２月に募集広告がクラブホームページ 

（http://fufc.jp/）等に掲載される予定です。 

皆さん、この機会にぜひサポーター会員とな

って、「とうスタ（とうほうみんなのスタジア

ム）」へ行って福島ユナイテッドFCに熱い声援

をおくりましょう！！ 

 

（ユナイテッドをこよなく愛し応援する 

支援機構職員より） 
 

お問合せは   企 画 部 ☎ 024-522-5123 まで
 
  

教養講座 

ご講演中の竹鼻氏 

写真提供：福島ユナイテッドFC 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
「誇れるのは自らの業績では

なく、課内の雰囲気です。」 
 

業務部次長（設備・建築担当） 

兼建築課長（一級建築士） 
 

長島 敏彦 

  
建築課一筋で24年 今年度からは次長として 
 
長島 敏彦（ながしま としひこ）さんは平成３

年に当機構に就職した。就職して以来ずっと建築

課で、異動したこともなければ出向したこともな

い。平成21年に建築課長に就任し、今年度から設

備・建築担当の次長と兼務することとなった。 

設備・建築の業務を管理し、問題の発生を未然

に防ぐのが長島さんの務めだ。「担当者が気づい

ていない点を指摘できるよう、あらゆる視点から

仕事をチェックすることを心がけている。」と長

島さんは言う。 
 

建築計画が得意 学び続けてアンテナを高く 
 
就職してからただ一筋に、建築の道を歩み続け

てきた長島さん。そんな長島さんが特に得意とす

るのが建築計画だ。 

建築計画とは、施主や社会の具体的及び抽象的

な要求、与条件等を整理することである。 

要求及び与条件は、例えば、収容人数、部屋数、

予算といった具体的なものから、周辺の雰囲気に

溶け込む外観や演出すべき空間などの目に見え

ないものまでさまざまだ。時としてぼんやりして

いるニーズをいかに汲み取るか、そしていかにそ

れに応えるかが腕の見せ所である。 

「大学時代にバリアフリーやユニバーサルデザ

インの研究をしていたこともあって、ニーズに

対する感度は鍛えられているのではないかと

思っています。」 

言うまでもなく、経験によって得た学びは良い

仕事をするのに役に立つ。ただ、公営住宅や公民

館、教育施設等実に多種多様な「建築」を相手に

するには、常に学び続ける努力もまた重要である。 

「技術に関する最新情報をチェックしたり、先進

地を見に行ったり。常に勉強して、自分自身の

アンテナを高く保つよう努めています。」 

人は宝 朝ミーティングで風通し良く 
 
仕事をする上で自己研鑽が大切なことは言う

までもないが、長島さんが更に重きを置いている

のが人材の育成だ。 

「人は宝です。次の世代を育てることは当機構に

とって最重要課題。この思いから、建築課内で

は毎朝必ずミーティングをして課内の風通し

を良くするようにしています。コミュニケーシ

ョンの機会を多くもてば、人前で話したり自分

の意見を主張したりする力を養うことができ

ます。」 

加えて、課員の健康状態を把握することや、仕

事の進捗や悩みを共有してフォローし合える環

境をつくることもミーティングの目的の一つだ。 

「一人で抱え込んでしまうと問題も大きくなり

がちです。相談しやすい雰囲気をつくることは、

トラブルの防止にもつながります。」 

一石何鳥にもなる朝ミーティング。課員からの

評判も上々だ。 

「自分が誇れるものなど何もなく、仕事が順調

なのは部下のおかげ。本当に部下に恵まれてい

る。」とインタビューの間何度も繰り返していた

長島さん。リーダーのその謙虚な心が、課内の結

束をより強固なものにしているのかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本コーナーでは、個性あふれる当機構職員のありのままの姿をお伝えします。 

連載第４回目の今回は、昨年６月に業務部次長に就任した長島 敏彦さんと、昨年４月に北海

道から単身赴任して当機構職員となった土木３課管理官 渡部 勝さんを紹介します。 

職員紹介 

課内ミーティングの様子 



 

 
 

「積算基準の成り立ちを大切

にしながら積算業務に取り

組んでいます。」 
 

土木３課 管理官 
 

渡部 勝 
 

 

現在60歳のベテラン ローカルルールで学び 

平成26年６月に当機構職員となり土木３課で

活躍している渡部 勝（わたなべ まさる）さん。

かつては北海道建設技術センターに勤め、コンサ

ルタントや積算業務を30年以上経験してきたベ

テランだ。 

渡部さんが担当しているのは、主に道路工事に

関する積算業務だ。以前の職場でも長年携わって

きたので積算はお手の物である。しかし、そんな

渡部さんも福島県ならではの「ローカルルール」

にはよく悩まされると言う。 

「同じ積算でも、北海道での歩掛の運用の仕方と

福島県のそれとが異なることが時々あるんで

す。ローカルルールには時として理屈が通用し

ない慣例的なものもあるので、戸惑うこともし

ばしばです。」 

しかし、その苦労すら喜びに変えてしまうのが

渡部さんのすごさだ。 

「自分の積算を照査してもらうときは、ぜひ遠慮

なくいろいろなことを指摘してもらいたいと

思っています。単純なミスを指摘されるのはも

ちろん悔しいですが、そうではなく考え方の違

いに起因する間違いを指摘されたときは、とて

も勉強になります。福島県での考え方を学べる

ことが嬉しいのです。」 

 

積算の成り立ちが大切 伝え方工夫して 

渡部さんには、積算業務をする上で大切にして

いることがある。それは、積算基準の成り立ちを

理解することだ。 

「積算基準はそのまま覚えてしまうこともでき

ますが、『なぜこのような基準が定められてい

るのか。』という背景を理解しておくことが実

は非常に重要です。それを理解していないがた

めに起きるミスもありますから。」 

だから渡部さんは、若手職員に積算を教える時

は特に気を付けている。 

「『この基準はこういうものだから覚えて。』と押

し付けることもできます。でも、それでは基準

の成り立ちを考えたり理解したりする力が身

につかない。同じことを伝えるにしても、伝え

方ひとつで相手の受け止め方が全く変わって

しまいます。相手の立場を考えて伝え方を工夫

することが大切だと改めて感じています。」 

ベテランならではの視点で若手のことも温か

く見守っている渡部さん。当機構職員となってま

だ１年も経っていないが、すでに当機構にとって

欠くことのできない人材となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いという思いだ。研修でヨーロッ

パを訪れた時、人類の長い歴史に

比べれば自分の人生などほんの 

一瞬なのだと思い知った。人生は

短い。楽しまなければもったいな

い。 

「若い人にも、やりたいことがあ

るなら自分で限界を決めない 

で飛び込んでみてほしい。」 

長島さんの趣味はライフル射 

撃と居合道だ。 

ライフル射撃は日本体育協会

の公認コーチの資格をもつほど 

の腕前だ。居合道は日本刀好きが

高じて２年半前に習い始めた。県

大会で準優勝したこともある。 

大切にしているのは、やらない

で後悔するならやって後悔した 



 

 

叶津地区の水神様のお祭り ～『只見町 川と人の物語』より（第３回）～ 

 
平成23年７月27日から降り注いだ豪雨は、只見町に甚大な被害をもたらし、私たちは自然

の猛威、そして水の怖さをあらためて知らされることとなりました。 
只見町はこれまでも大きな水害を経験しており、人々はその都度、災害を乗り越えながら

川と共存してきました。支援機構では、こうした歴史から得た教訓が今回の水害にも活かさ
れたのではないかと考え、奥会津の歴史や民俗を長年研究されてきた鈴木克彦氏にご協力い
ただき、「聞き書き」というかたちで川をめぐる人々の営みを記録することとしました。 
このコーナーでは、こうしてとりまとめ昨年３月に発行した『只見町 川と人の物語―平

成23年７月の水害後に行った聞き書きを通して―』から、一部を抜粋して紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     お問合せは   企 画 部 ☎ 024-522-5123 まで                                       

    

 

 

 

 

 

 
 
【相談専用TEL】 024-597-7044 
【編集・発行】 〒960-8043 福島県福島市中町7-17 一般財団法人ふくしま市町村支援機構 

    TEL：024-522-5123  FAX：024-522-3631  E-Mail：info2@fctc.or.jp  URL：http://www.fm-so.org/ 
 

地域情報 

編集後記 
 
当「支援機構だより」は、当機構の名称変更に伴って前身の「建設支援機構だより」を

リニューアルする形で創刊され、今号で10号目という節目を迎えました。これからも、

皆様のお役に立つ情報や支援機構の「いま」をお伝えする広報紙として、内容のより一層

の充実に努めてまいります。この記事のこんな点が良かった／悪かった、○○に関する情

報を載せてほしい等、紙面に対するご意見やご感想をぜひ企画部までお寄せください。 支援機構後援・講習会のご案内 

「東北地方におけるコンクリート構造物の

劣化予測とＬＣＣ評価」に関する講習会 

○主催  公益社団法人 日本コンクリー

ト工学会 

東北支部 

ふくしまの復興を
支援しています

叶
津
地
区
の
水
神
様
の
石
祠

は
、
中
ノ
平
橋
の
手
前
左
側
に

あ
っ
た
。
こ
の
位
置
は
、
叶
津

地
区
に
引
く
堰
水
の
取
水
口
の

す
ぐ
傍
に
あ
た
る
。
昔
の
橋
の

一
部
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
も

の
か
大
き
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

塊
を
台
座
に
し
て
い
た
。
こ
の

水
神
様
は
平
成
二
三
年
の
水
害

に
よ
っ
て
、
台
座
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
も
一
緒
に
跡
形
も
な
く
流

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

水
神
様
の
お
祭
り
は
旧
四
月

十
三
日
と
決
ま
っ
て
い
た
。
こ

れ
は
現
在
の
五
月
中
旬
に
当
た

る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
は
、
雪

解
け
水
で
川
の
水
量
が
多
く
な 

入叶津集落と中ノ平集落で祀っている水神様 

る
時
期
で
あ
り
、
ウ
ド
、
ワ
ラ

ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
エ
ラ
、
シ
オ

デ
な
ど
の
山
菜
が
出
始
ま
る
時

期
と
も
重
な
る
。
長
い
冬
の
間
、

村
人
誰
も
が
待
ち
わ
び
た
季
節

の
始
ま
り
で
も
あ
る
。 

こ
の
祭
り
は
村
の
女
た
ち
に

よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
て
き
た
。

只
見
町
で
は
、
か
つ
て
水
屋
に

は
水
神
様
を
祀
っ
て
き
た
家
が

多
い
。
水
屋
を
取
り
仕
切
る
の

は
、
お
も
に
女
た
ち
で
あ
る
。

そ
ん
な
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の

か
、
水
神
様
祭
り
は
女
た
ち
の

間
で
行
わ
れ
て
い
た
。 

祭
り
当
日
、
当
番
の
家
で
は

（
中
略
）
毛
筆
で
し
た
た
め
た

旗
と
赤
飯
を
用
意
す
る
。
そ
の

他
の
家
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
オ
カ

ラ
ク
を
つ
く
り
、
お
供
え
す
る

習
わ
し
と
な
っ
て
い
る
。
オ
カ

ラ
ク
と
は
米
粉
に
水
を
加
え
て

練
り
固
め
た
も
の
の
こ
と
で
あ

る
。
火
を
通
せ
ば
団
子
と
な
り
、

仏
前
に
供
え
る
も
の
と
な
る
。

火
を
通
さ
な
い
の
が
オ
カ
ラ
ク

で
神
に
供
え
る
も
の
と
な
る
。

水
神
様
に
お
供
え
し
た
後
は
、

そ
れ
ぞ
れ
我
が
家
に
持
ち
帰

り
、
囲
炉
裏
で
焼
い
て
家
族
み 

水神様の石祠がある洞窟 

ん
な
で
少
し
ず
つ
分
け
て
水
神

様
の
御
護
符
と
し
て
食
べ
た
。

水
難
や
水
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
と
念
じ
な
が
ら
口
に
運
ん

だ
。 （

中
略
） 

叶
津
川
沿
い
に
は
、
こ
の
他

に
も
う
一
つ
の
水
神
様
の
石
祠

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
入
叶
津
集

落
と
中
ノ
平
集
落
の
人
た
ち
が

お
詣
り
す
る
水
神
様
だ
。
両
集

落
の
境
に
入
中
島
と
い
う
と
こ

ろ
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
大
き
な

岩
山
が
あ
る
。
そ
の
岩
山
の
中

ほ
ど
に
は
、
自
然
に
で
き
た
と

思
わ
れ
る
洞
窟
が
あ
っ
て
、
そ

の
中
に
水
神
様
の
石
祠
が
祀
ら

れ
て
い
る
。 
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